
真
実
一
路

　

私
の
座
右
の
銘
は
、「
真
実
一
路
」で
す
。

　

辞
書
を
引
く
と
、「
真
実
を
求
め
て
一
筋
に
生

き
て
い
く
こ
と
」

　
「
真
実
」は
、
ま
こ
と
、
ほ
ん
と
う
の
こ
と
。

　
「
一
路
」は
、
一
筋
の
道
、
一
筋
の
道
を
ま
っ
す

ぐ
に
、
ひ
た
す
ら
の
意
、
と
あ
り
ま
す
。

　

山
本
有
三
著「
真
実
一
路
」の
題
に
添
え
ら
れ
た

「
真
実
一
路
の
旅
な
れ
ど
、
真
実
、
鈴
振
り
、
思
い

出
す
」と
あ
る
こ
の
詩
は
、
白
秋
の「
巡
礼
」で
す
。

　

心
に
響
く
詩
で
す
。

　

私
は
、
昭
和
55
年
、
町
議
会
議
員
と
な
り
、
平

成
４
年
に
町
長
に
、
平
成
14
年
に
は
、
単
独
で
市
制

を
施
行
し
、
市
長
に
就
任
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

幾
度
か
の
困
難
、
壁
に
突
き
当
た
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
「
真
実
一

路
」
を
信
条
と
し
て
、
今
日
ま
で
歩
ん
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
周
り
に
流
さ
れ
ず
、
自
分

を
偽
ら
ず
、
嘘
は
つ
か
ず
に
生
き
た
い

と
い
う
思
い
を
持
っ
て
、
自
分
の
信
条

を
貫
い
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

　
「
市
民
の
た
め
に
。
守
谷
の
た
め
に
。

守
谷
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
」と
い
う
強

い
思
い
は
、
昔
も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

仕
事
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
決
断
に
迷
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

夢
や
目
標
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
、
迷
い
が
あ
る

時
は
、
鈴
を
振
り
、
初
心
を
思
い
出
し
、
自
分
を

取
り
戻
し
、
戒
め
、
真
実
を
見
極
め
な
が
ら
、
偽

り
の
な
い
真
心
を
も
っ
て
一
筋
に
進
む
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
自
身
が
正
し
い
と
思
っ
た

真
実
の
道
を
、
不
器
用
な
が
ら
も
一
所
懸
命
に
貫

き
通
そ
う
と
思
い
ま
す
。

健
康
寿
命

　

私
の
趣
味
は
、「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
」と「
ゴ
ル
フ
」

で
す
。

　

学
生
時
代
は
、
勉
学
よ
り
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
明

け
暮
れ
る
毎
日
で
し
た
。

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
、
走
・
跳
・
投
と
い
う
運
動

に
お
け
る
基
本
の
３
要
素
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に

ボ
デ
ィ
コ
ン
タ
ク
ト
と
い
う
格
闘
的
な
要
素
も
含

ま
れ
る
総
合
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
シ
ュ
ー
ト
や
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
試
合
展
開
が
魅
力
で
あ
り
、
本
場
欧
州
で
は
、

と
て
も
人
気
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

今
で
は
、
さ
す
が
に
、
プ
レ
ー
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
母
校
の
リ
ー
グ
戦
な
ど
を
観
戦
し
、
一
喜

一
憂
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
の
同
期
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

に
選
ば
れ
た
選
手
も
い
て
、
そ
し
て
、
今
で
も
当

時
の
仲
間
と
親
交
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
、
と
て

も
大
き
な
財
産
で
す
。

　

本
市
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
盛
ん
で
、
市
立
け

や
き
台
中
学
校
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
男
女
と
も

に
全
国
大
会
で
優
勝
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
守
谷
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
、
全
国
大
会
で
優
勝

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
活
躍
に
よ
り
、
日
々
、
勇
気
と

感
動
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
の
方
は
、
現
役
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
、
歳
の
せ
い
か
足
腰
の
痛
み
に
悩
ま
さ

つくばエクスプレス守谷駅周辺の景観（富士山を望む）
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れ
て
い
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
80
歳
を
超

え
て
も
、
続
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事

や
適
度
な
運
動
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
、
規
則
正

し
い
生
活
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
こ
れ

が
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
、
平
均
寿
命
で

は
な
く
、
健
康
寿
命
を
い
か
に
伸
ば
す
か
、
い
か
に

健
康
に
生
活
で
き
る
期
間
を
伸
ば
す
か
が
、
高
齢

化
社
会
を
迎
え
た
今
、
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

　

平
均
寿
命
が
伸
び
て
も
、
晩
年
は
寝
た
き
り
と

い
う
こ
と
が
な
く
、
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
は
、
茨
城
県
の
南
西
端
に
位
置
し
、
東
京

都
心
か
ら
40
㎞
圏
内
に
あ
り
、
三
方
向
を
利
根

川
・
鬼
怒
川
・
小
貝
川
に
囲
ま
れ
た
水
と
緑
が
豊

か
な
ま
ち
で
す
。

　

鉄
道
は
、
秋
葉
原
と
つ
く
ば
を
結
ぶ
首
都
圏
新

都
市
鉄
道
・
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
お
よ
び
関
東

鉄
道
・
常
総
線
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
開
業
し
た
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
利
用
に
よ
り
、
守
谷
駅
か
ら
秋
葉
原
駅
ま
で
、

直
通
32
分
で
快
適
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
守
谷

駅
の
始
発
が
多
い
の
も
魅
力
で
す
。

　

高
速
道
路
は
、
常
磐
自
動
車
道
が
通
っ
て
お

り
、
守
谷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
、
東
京
方
面
最
後

の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
福
島
方
面
最
初
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
と
し
て
、
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
、
経
済
誌
主
催
の
全
国
都
市
「
住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、
昨
年
の
総
合
５
位
を

含
め（
平
成
20
年
に
総
合
１
位
）、
平
成
19
年
か
ら

常
に
総
合
順
位
ベ
ス
ト
10
以
内
、
茨
城
県
内
で

は
、
第
１
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
ま
た
、
主
婦
向
け

情
報
誌
の
「
主
婦
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
街
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
は
、
全
国
８
位
に
輝
く
な
ど
、
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
発
表
さ
れ
た
日
本
創
成
会
議
の
試
算
で

は
、
本
市
は
、
総
人
口
が
増
え
る
と
さ
れ
、
消

滅
可
能
性
都
市
の
リ
ス
ト
外
で
す
が
、
若
い
女

性
の
数
は
減
少
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続

き
、
本
市
の
活
力
を
維
持
で
き
る
よ
う
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
く
総
合
戦
略
を

立
て
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
総
合
計
画
も
１
年

前
倒
し
で
策
定
す
る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
、
地
域
力
を
高
め
る
た
め
、
平

成
24
年
に
は
、
全
職
員
を
全
自
治
会
に
配
置
す
る

「
地
域
担
当
職
員
制
度
」を
導
入
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
に
は
、
新
た
な
視
点
で
魅
力

を
創
造
し
、
戦
略
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
定
住
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
守

谷
へ
の
愛
着
や
誇
り
、
一
体
感
を
醸
成
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
採
用
し
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
守
谷
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
ま

た
、
守
谷
に
も
ど
り
、
住
ん
で
も
ら
う
よ
う
な
施

策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
が
、
真
に「
住
み
よ
さ
」を
実
感
で
き
、
そ

し
て
誰
も
が
守
谷
を「
終
の
す
み
か
」と
望
み
、「
住

ん
で
よ
か
っ
た
」と
心
か
ら
思
え
る「
住
み
よ
さ
日

本
一
」の
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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